
讀
者
の
領
分

意注

長
文
及
水
彩
畫

に
無
關
係

の
も
の

は
御
斷
り
。

◎
印
は
編
者

σ
答
。
投
書
の
要
點
の

み
を
掲
ぐ

■
鵜
澤
先
生
譯
の
『
日
本
の
春
』は
あ
れ
で
完
結
で

す
か
(鶴
首
生
)◎
春
は
終
り
ま
し
た
、
そ
の
う
ち

秋
の
部
を
載
せ
ま
す
■

『
み
づ

ゑ
』
十
五
の
口
繪
蓮

池
は
最
も
心
地
よ
き
色
彩
と
圖
柄
眞
に
見
惚
ま
し

た
、
爾
後
時

々
此
や
う
な
繪
御
掲
出
を
切
に
希
望

す
○
表

紙
も
よ
い
○
時

々
三
宅
氏
の
着
彩
畫

も
御

掲
げ
願

ひ
た
し
(牛
込
愛
讀

者
T
O
生
)■

三
宅
克

己
氏
著
水
彩
書
手
引
御
入
用
の
方
あ
れ
ば
御
譲
り

申
た
し
(
大
阪
、
晩
華
)
■
繪

も
な
ら
ず
獨
り
さ
み

し
と
歸
り

ゆ
く
梢

に
烏
ア
ホ
ー
ア
ホ
ーと
啼
く

(横

濱
、信
夫
)
■

春
鳥
會

々
員
は
何
歳
位
の
人
が

一

番
多
き
や
2
入
會
の
際
提
出
す
る
繪
は
ワ
ツ

ト

マ

ン
十
六
切
に
て
よ
き

や
(
乙
部
笑
波
)◎
１

二
十
歳

前
後
の
人
多
し
2
差
支
な
し
■
『
み
づ
ゑ
』
は
吾
等

の
生
命
で
あ
る
、

一
頁
と
雖
も
貴

い
、
旅
行
談
な

ど
に
空
費
さ
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
、
寧
ろ
教
科

書
的
に
肩
の
凝
る
位

い
に
や
つ
て
貰

い
た

い

(
虹

影
)
◎
返
事
を
せ
よ
と
の
事
故
申
上
ま
す
、
精

々

注
意
し
ま
す
が
講
義
録
で
は
な

い
の
で
す
か
ら
多

少

の
閑
文
字
は
御
見
許
し
を
願
ひ
ま
す
■
會
員
組

織

は

一
日

も
早
く
實

行

せ
ら
れ
た
く
、
又

正
會
員

と
賛
助
會
員

と
は
資

格
に
如
何
な

る
相
違

あ
り

や

(
大
阪
、
晩
華

生
)
◎
既

に
實

行

し
て
ゐ
ま
す
、
會

員

の
資
格
は

『
み
づ

ゑ
』
十

三
を
御
覽

下
な

い
■

『
み
づ

ゑ
』
十
五
は
創
刊

以
來
第

一
の
出
來
で
實

に

嬉
し
く
思

ひ
ま
し
た
(
茨
城
河
北
生
)
■

夏
期
講
習

會

に
出

ら
れ
な

か

つ
た

は
畢

生

の
遺
憾

、
定
め

て

記
事

が
現

れ
る
だ
ろ
う
が
、
残
念

の
思

ひ
を
増
す

斗
り
だ

か
ら
よ

い
加
減

に
し
て
置
て
頂
戴

(
廣

島

望
嶽

生

)
■
似

而
非
畫

師

や
檜
具
斗

り
は
立
派
な

り
(
高
知

S
、
M

)
■
鎌
倉

か

ら
徒
歩
夜
行

、
朝

の
五

時

に
歸

宅

、
頗

る
草
臥
れ

て
動

く
事

も
出
來
な

か

つ
た

が
、
不
圖
机

の
上

に
『
み
づ

ゑ
』
が
來

て
ゐ
る

の
を
見
た
ら
堪

ら
ん

、
「
面
白

か

つ
た

か

い
」
と
伯

母

さ
ん

の
問
か
け

る
の
も
聞
流

し

て
、

一
種

な
つ

か
し

い
思

ひ
し

て
表

紙
を
繰

る
と

丸
山

先
生
の
宮

川

沿
岸

の
山

村
!
　

眠

い
の
も
疲
勞

も
あ

と
方

な

く
な

り
ま
し
た
(
横
濱

ア

キ

マ
ロ
)
■

『
寫
眞
例
題

集

』
を

取

よ
せ
て
見

て
『
み
づ

ゑ
』
の
評
言

の
決

し

て
誇
大
で
な
く
眞
面

目
な
る
に
敬

服
し

た
、
願

く

は
寫

眞
で
な
く
水
彩
畫

で
あ

の
位

の
も
の
が
毎
月

出
れ

ば
よ

い
が
(
山

形
Y

Z
生
)
■
飛

騨
紀
行
は
實

に
面
白

い
、
平
凡

な
文
學
者

の
筆
と
違
つ

て
文
字

が
皆
活
き
て

ゐ
る
、

況
ん

や
其

本
領
た
る
繪

に
於

て

お
や
だ

、
丸
山

先
生
緑
蔭

研
究

旅
行
談

も
願

ひ

ま
す
(
風
枯

生
)
春
鳥
會

の
繪
畫

批
評

は
實

に
嚴
格

で

一
歩

も
假
す
處

が
な

い
、
多

年

の
迷

霧
は
僅
か

に
評
箋

一
片

に
よ

つ
て
破
ら
れ
た

、多
謝
(
會
員

の

一
人
)
■

水
彩
畫

大
家

の
文
章

の
お
上
手

に
は
感

心
す

る
併
し

一
寸
欠
點

を
申

せ
ば
、
大
下
先

生
は

オ
ト
ナ

シ
過

る
、
三
宅
先
生
は

ち
と
ク
ド

い
、
丸

山
先
生
は
形
容

詞
が
ウ

ル
サ
イ

、
石

川
先
生
は

カ

ル
過

る
、
中

澤
先
生
は
女

々
し

い
(
麻
布

C
K
生
)

■
登
米
洋
畫

展
覧
會

は

八
月
九
十
兩

日
開

か
れ

、

中

々
盛
會
水

彩
で
重

な
作
者
は
紫
水

、
蕉
雨

、
破

瓢

、
燐

、
臺
西

、
東
鶴
、
梧
堂

の
諸
氏

、
參

考
品

に
は
高
橋
勝
藏

日
隅

愛
州
氏
等

の
作

あ
り

(
陸
中

K
Y
生
)

■
中
學
世
界
で
春
鳥
會
夏
期
講
習

會

の

景

況
を
よ
ん
で
出
席
し
な

か

つ
た
を
口
惜

し
が

つ

て
ゐ
る
も

の
は

(
シ
ロ
ー
ト
生
)
■
來
年

大
阪
で

水

彩
畫

の
講
習

が
あ

る
と
は
眞
實
で
す

か
(
玉
泉
)
◎

八
月
頃
催

す
積
り
で

す

自
筆
繪
葉
書
交
換
希
望
春

千
葉
縣
匝
瑳
郡
福
岡
町
　
　
　
　
　
井
上
寅
太
郎

肥
前
國
藤
津
郡
鹽
田
町
　
　
　
　
　
森
　
　
虎

一

神
奈
川
縣
厚
木
町
　
　
　
　
　
　
　
小
澤
　
雪
嶺


